
【受付人数】

小倉・上野田 下野田・北下 南下・陣場 大久保・漆原

1

2 2人 2人 1人 4人

2人 2人 1人 4人

【推薦・公募の状況】
（１）推薦による応募（個人推薦又は法人・団体推薦）

推薦者
（推薦する者）

年月日 職名・役職等 性別 年齢 職業
代表者又
は管理人
の氏名

目的

①構成員の数
②構成員たる資格その他の
当該推薦をする者の性格を
明らかにする事項

（２）自ら応募

年月日 職名・役職等

1 須田禎宥 男 76 農業

令和2年4月27日～ ・吉岡町農地利用最
適化推進委員
・群馬県農業共済組
合
・ＪＡ北群渋川農業
協同組合（総代・農
事支部長）

トマト、キュウ
リ、キャベツ、
白菜など25a

大久保・漆原 なし

2 神谷　清 男 77 農業

・駒寄水田作組合副
組合長
・水田作支部長
・上中町営農組合長
・農事支部長会副会
長
・ＪＡ北群渋川農業
協同組合総代

大根　にんじん　
ふき　芋など20a 大久保・漆原 なし

3 山本　清 男 73 農業 平成29年4月27日～

・吉岡町農業委員
・吉岡町農地利用最
適化推進委員
・吉岡町防犯委員

野菜5,000㎡ 小倉・上野田 なし

区分

推薦を受けた者
（個人推薦又は法人・団体推薦）

自ら応募したもの

合計

被推薦者（推薦を受ける者）

経歴 （個人） （法人・団体）

経歴

令和2年4月27日から令和5年4月26日まで農地利用最適化推進委員として活動。農業経営者の不足と高齢化によ
り、地域の農業農地を守るため、まだ知識不足を感じているので、引き続き農業農地を守り、荒廃農地や遊休農地の
発生防止、解消に努めると同時に、農地パトロールや地域の活性化に寄与したいので応募しました。

吉岡町の現状を考える時、人口の増加、商業地に地目が変更される中、あるべき姿はどうなのか？新しい農業の形
状へ変わりつつある。小さな面積での農業経営ではなくなっていく、新しい形を見る。米作りにおいても、自己用で作
付けしているもので多い。畑での収入は知れている。まさに現在進行形で定まっていない。

後任がいないため応募しました。

　農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第19条第2項及び同法施行規則（昭和26年農林省令第23号）第12条第1項第2号の規定に基づき、受付期間の終了時点（令和4年12月27日時点）における吉岡町農地利
用最適化推進委員の推薦及び公募状況を以下のとおり公表します。

番号
氏名 性別 年齢 職業

農業経営
の状況

担当する区域
氏名

（又は名称）

農業委員へ
の推薦又は
応募の状況

推薦理由

番号 氏名 性別 年齢 職業
農業経営
の状況

応募理由 担当する区域

農業委員
への推薦
又は応募
の状況



4 上村　敏 男 63 農業 米、野菜40a 下野田・北下 なし

5 大武　貢 男 67 農業
大根、ネギ、白
菜　10a

大久保・漆原 なし

6 飯塚　久雄 男 65 農業
令和4年度
令和5年度

・駒寄農事支部長
・駒寄農事支部水田
作担当

野菜10a
水田作手伝い

大久保・漆原 なし

7 原沢　栄 男 64 農業 ・明治用水理事
田 100 借出中
畑 40 野菜

小倉・上野田 なし

8 狩野　晴夫 男 66 農業 令和2年度 農事支部長 米　32a 下野田・北下 なし

9 福田　光一 男 73 農業

令和元年度、2年度 ・陣場自治会長
・吉岡町青少年健全
育成副会長
・北群渋川農業協同
組合(総代、農事支
部長)

米　17.17a 南下・陣場 なし

耕作放棄地が増加しており、周囲への悪影響があることから、その改善に向けて努力したい。

遊休農地の活用について勉強をしたいと思います。

農事支部の会議にて推薦されたため応募致します。遊休農地の発生防止、解消に努めたいと思います。

日本の食糧を少しでも国内、群馬、吉岡町で生産し、安定した食糧立国、町に貢献したいと思います。

役員さんからの推薦があり、この機会に吉岡町の農地が最適に利用できますよう、微力ながら力になれればと思って
おります。

前任者の後任として応募。高齢化が進み農業後継希望者少ない今日、他に転換希望が多くみられる。休耕地を少し
でも少なくしていきたい。


